金子みすゞ『南京玉』に見られる３歳児のことばの特色 by 濱千代 いづみ
9金子みすゞ『南京玉』に見られる３歳児のことばの特色
濱千代　いづみ
The Vocabulary Features of a 3-Year-Old Child Recorded
in “Nankindama” by Misuzu KANEKO
Izumi HAMACHIYO
Abstract
　The purpose of this research is to analyze the vocabulary features of a 3-year-
old child in relation to development through analyzing the vocabulary recorded in 
"Nankindama". The results are as follows:
　The vocabulary quant i ty  of  “Nankindama” re inforces  the  convent iona l 
investigation on the vocabulary of a 3-year-old child.
　The first feature of the frequent words is that there are many verbs, and it is 
around 40%. It shows that the same verb is used repeatedly in childhood.
　The second feature of the frequent words is that the first person named "Bū-
chan", familiar people such as "okā-chan", and toys such as "kewpie-chan" are raised. 
This reflects how to perceive the infant's own self. The scene of using her mother's 
name shows the development of ego.
　The third feature of the frequent words is that "ame" and "tsuki" are raised as 
words about weather. This reflects the tendency of a 3-year-old child to talk about 
what is visible.
　Finally, the color words such as "akai" indicate color recognition at early childhood.
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１　はじめに
　金子みすゞ（明治 36 年－昭和 5 年／ 1903 － 1930）は大正時代末期から昭和時代初期にかけて
活躍した童謡詩人である。夫に創作を禁じられてから、長女のことばを書き留めるようになった。
それは昭和 4 年（1929）10 月下旬から翌 5 年 2 月 9 日まで続けられた。その時期は長女の 2 歳 11














　『南京玉』には全部で 347 編の発話が記録されている。月ごとの内訳は、昭和 4 年（1929）10 月
下旬から月末までが 39 編、11 月が 109 編、12 月が 83 編、昭和 5 年 1 月が 65 編、2 月初めから 9













































　『南京玉』に見られる使用語彙を計量すると表 1 のようになる（注 1）。延べ語数の隣に各月の延べ
語数を示す。
表１　『南京玉』に見られる使用語彙
品　詞 異語数 延語数 自立語内の比率％ 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月
名 詞 492 1604 51.25 154 522 367 300 261
動 詞 171 847 27.06 60 275 225 163 124
形 容 詞 36 222 7.09 20 71 55 39 37
形容動詞 14 52 1.66 8 20 9 9 6
副 詞 66 166 5.30… 11 58 25 38 34
連 体 詞 7 40 1.28 3 9 6 13 9
接 続 詞 2 2 0.06 0 1 0 0 1
感 動 詞 27 69 2.20 1 19 15 20 13
句 11 13 0.42 0 1 7 6 0
連 語 9 115 3.67 14 47 24 21 9
自立語計 835 3130 100.00 271 1023 733 609 494
助 動 詞 14 551 34 158 161 117 81
助 詞 33 1341 89 420 303 286 243
合　 計 882 5022 394 1601 1197 1012 818
　『南京玉』には、異なり語数において自立語 835 語、助動詞 14 語、助詞 33 語が存する。延べ語
数において自立語 3130 語、助動詞 551 語、助詞 1341 語が存する。
　表 1 を見ると、各月の合計に差があるため、月によって品詞の使用量に相違があるのか明瞭でな




10 月 11 月 12 月 1 月 2 月
自立語 245.56 997.84 746.04 630.74 509.82
助動詞 43.23 175.66 131.33 111.03 89.75
助　詞 105.21 427.51 319.63 270.23 218.43
　カイ二乗値を計算すると 23.54 になる。その値は自由度 8 の場合、有意確率 0.01 のときの臨界
値 20.09 と有意確率 0.001 のときの臨界値 26.12 の間にはいる。月別、品詞別の延べ語数には差が
無いといえない。10 月・11 月は自立語、12 月・1 月は助動詞、1 月・2 月は助詞の使用が多い。こ




幼児が獲得する語彙量（異なり語数）は 2 歳で 295 語、3 歳で 886 語である。大久保愛（1967）の
Y 児に関する初出語調査によると、初出語を累積した語彙量は 2 歳で 360 語、3 歳で 1029 語になる。
高橋巌（1977）の語彙調査によると、長男の語彙量は 2 歳で 334 語、3 歳で 1474 語、次男の語彙
量は 2 歳で 73 語、3 歳で 1486 語である。高橋次男の場合は 2 歳を過ぎて増加した。前田富祺・前
田紀代子（1983）における B 児の初出語を累積した語彙量は 2 歳で 717 語、3 歳で 1749 語である。
四者の調査における語彙量の相違には採集時間量の相違が関係している。久保良英（1922）の調査は、
毎年の誕生日の前後 3 週間について、毎日 1 時間観察する方法による。大久保愛（1967）の調査は、


























品　詞 南京玉 割合　％ 久保語彙 割合　％ 大久保語彙 割合　％
名 詞 503 60.90 480 59.33 603 58.71
動 詞 171 20.70 179 22.13 206 20.06
形 容 詞 57 6.90 50 6.18 77 7.50
副 詞 66 7.99 64 7.91 83 8.08
接 続 詞 2 0.24 5 0.62 14 1.36
感 動 詞 27 3.27 31 3.83 44 4.28




ている。3 歳児の自立語の使用語彙として、名詞 500 語から 600 語、動詞 170 語から 200 語、形容






× 1000、単位パーミル…‰）を計算し、使用率が 5.0 パーミル以上のものを頻出語とし、その中で
も 25.0 パーミル以上のものを最頻出語とする。この操作によって全部で 34 語の頻出語が抽出でき
た。その中で最頻出語は 3 語であった。それらを使用率の降順に並べて示すと表 4 のようになる。
　『南京玉』の頻出語が大久保語彙でどの程度使用されているかを見るために、大久保語彙に付さ
れている段階を書き加える。これは、Y 児から満 6 歳までに採集した 3182 語を 5 段階にわけたも
のである。使用度数 100 以上を A、50 以上を B、10 以上を C、2 以上を D、1 を E としている。
A 段階の 27 語と B 段階の 56 語は 3 歳未満の初出語である。使用度数の大きい語は 3 歳までに習










見出し 度　数 使用率‰ 漢　字 品　詞 大久保段階
てる 94 30.03 連語 A（注 7）
ぶうちゃん 86 27.48 名
おかあちゃん 81 25.88 母 名 B
する 62 19.81 為 動サ変 A
くる 52 16.61 来 動カ変 A
これ 34 10.86 此 名 A
ない 33 10.54 無 形 A
ゆく 31 9.90 行 動五段
あかい 29 9.27 赤 形 C
なる 28 8.95 成 動五段 A
でる 28 8.95 出 動下一 B
この 25 7.99 此 連体 B
おばあちゃん 25 7.99 祖母 名 C
にんぎょう 24 7.67 人形 名 C
いる 24 7.67 居 動上一 A
たくさん 21 6.71 沢山 副 C
おとうちゃん 21 6.71 父 名 C
いう 21 6.71 言 動五段 A
なか 20 6.39 中 名 C
あそぶ 20 6.39 遊 動五段 A
あげる 20 6.39 上 動下一 A
つき 19 6.07 月 名 D
いく 19 6.07 行 動五段 A
また 18 5.75 復 副 B
きれいだ 18 5.75 綺麗 形動 B
きゅうぴいちゃん 18 5.75 名 E
ふる 17 5.43 降 動五段 D
つく 17 5.43 付 動五段 C
いい 17 5.43 良 形 A
あめ 17 5.43 雨 名 C
みんな 16 5.11 皆 名 B
たべる 16 5.11 食 動下一 A
きる 16 5.11 着 動上一 C




















　「ちがう」は大久保語彙の B 段階にあり、初出は 1 歳の時である。3 歳児では異同の概念を十分





完了の「た」がついた「てた」が 14 例、打消しの「ない」がついた「てない」が 2 例、丁寧の「ます」
がついた「てます」が 2 例存する。大久保愛（1967）によると、1 歳 8 か月で「シテル」、2 歳 2 か







































が、別語として計量した。表 3 を見ると、異なり語数において自立語に占める動詞の割合は 20 パー
セント強である。この割合に比例すると仮定したら、頻出語の動詞は 7 語程度になるはずである。
そこで、先行の調査結果を見ることにする。大久保語彙では A・B 段階の 83 語のうち、動詞は 33
語である。また、国立国語研究所（1989）による児童の作文語彙の調査では、小学校 1 年初出語の




























は動詞「ふる」と共起している。「あめ」17 例のうち、15 例は「ふる」と、1 例が「ふりだす」と、







すのに「つき」という語を使う場合もある。その用法は『南京玉』で昭和 4 年（1929）10 月から





















の他に色彩を表す語として、形容詞「しろい」10 例、「あおい」9 例、「きいろい」6 例、「くろい」6 例、



































　（ａ）…　『南京玉』には、異なり語数において自立語 835 語、助動詞 14 語、助詞 33 語が存する。
延べ語数において自立語 3130 語、助動詞 551 語、助詞 1341 語が存する。
　（ｂ）…　3 歳児の使用語彙は、採集時間を限定した場合 900 語から 1000 語くらいが目安になるが、
実際には 1500 語から 1700 語くらいになると考えられる。『南京玉』の異なり語数の調査結
果は時間を限定した場合の従来の調査を補強するものとなる。
　（ｃ）…　『南京玉』と久保語彙・大久保語彙の品詞別異なり語数の比較によって、3 歳児の自立語
の使用語彙として、名詞 500 語から 600 語、動詞 170 語から 200 語、形容詞 50 語から 70 語、
副詞 70 語から 80 語、感動詞 30 語から 40 語あたりが目安になることが明らかになった。接
続詞に関しては習得の過程にあり、個人差が見受けられる。
　（ｄ）…　『南京玉』に見られる自立語の各語の使用率を計算し、使用率が 5.0 パーミル以上のもの
































注 2　久保良英（1922）の調査における 3 歳児の品詞別の異なり語数は以下のようである。名詞 461、代名詞
19、動詞 179、形容詞 50、副詞 64、接続詞 5、感動詞 31、助動詞 33、助詞 44、合計 886。
注 3　大久保愛（1967）の初出語調査における 3 歳児の品詞別の累積異なり語数は以下のようである。付属語
は含まない。名詞 521、固有名詞 46、数詞 19、代名詞 17、動詞 206、形容詞 50、形容動詞 19、副詞 51、連











注 9　馬場一雄（1997）は「反対癖」( ネガティビズム ) ということばを用いている。
注 10　大久保語彙の段階 A・B の動詞 33 語のうち、『南京玉』で頻出語にあがるのは「する、くる、なる、でる、
いる、いう、あそぶ、あげる、いく、たべる、かう」の 11 語、頻出語ではないが使用されているのは、「やる、
みる、ある、もつ、かえる、はいる、知る、わかる、取る、もらう、泣く、ちがう、書く、くれる、いれる、
乗る、寝る、読む、なさる、聞く、くださる」の 21 語、『南京玉』で使用されていないのは、「つくる」1 語
である。児童作文の動詞 13 語のうち、『南京玉』で頻出語にあがるのは、「する、くる、なる、いる、いう、
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